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２ 覆土置場 
覆土置場は，覆土材を仮置きする場所です。 

 

  基本的な考え方 

・ 覆土は溶融スラグと工事中の現地発生土を利用します。 

・ 溶融スラグと現地発生土については区画を分けて仮置きします。 

 

  規模や構造等 

・ 覆土置場：法面勾配１:２．０，盛土高：７ｍ，仮置最大容量：３４，５００ｍ３ 

・ 覆土置場の外周に管理道路（幅 約５ｍ）を整備します。 

・ 覆土置場の土砂が付替沢等に流出しないよう小堰堤及び土側溝を整備します。 

 

 

図２－２６ 覆土置場の平面図  

スラグ置場 

残土置場 

覆土置場 

Ａ

Ａ’
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図２－２７ 覆土置場の標準断面図（Ａ－Ａ’断面） 

 

 

 

  

 覆土材   ： 溶融スラグ，現地発生土（工事残土） 

 覆土置場  ： 法面勾配１:２．０，盛土高：７ｍ，仮置最大容量：３４，５００ｍ３ 

 仮置き方法 ： 溶融スラグと現地発生土は区分けして仮置き 
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